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新校舎の前で柴小の人文字を描く児童たち

待望の新校舎で新学期
柴
小
学
校
が
完
成

昨
年
七
月
二
十
八
日
着
工
し
た
柴
小

学
校
改
築
工
事
が
二
月
二
十
八
日
に
完

成
し
ま
し
た
。
総
事
業
費
は
一
億
二
千

七
百
三
十
二
万
八
千
円
で
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
、
延
面
積
九
百
七

十
平
方
引
で
す
。

新
校
舎
は
、
一
階
に
普
通
教
室
一
、

校
長
室
、
職
員
室
、
放
送
室
、
保
健
室
、

印
刷
室
、
二
階
は
普
通
教
室
三
、
教
材

室
、
三
階
は
音
楽
室
、
理
科
室
、
図
書

室
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
月
三
日
に
新
校
舎
落
成
式
が
行
わ

れ
、
児
童
た
ち
は
真
新
し
い
教
室
で
四

月
か
ら
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

教
育
施
設
の
充
実
と
あ
わ
せ
て
地
域
、

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
児
童
の
健
全
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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二
月
十
九
日
、
長
浜
青
果
農
協
会
議
成
の
た
め
の
砂
利
採
取
な
ど
に
よ
る
影

室
で
第
二
次
臨
海
工
業
開
発
事
業
に
伴
響
医
域
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

う
第
七
回
漁
業
補
償
交
渉
委
員
会
が
聞
こ
の
妥
結
に
伴
い
、
埋
め
立
て
予
備

か
れ
、
補
償
額
七
億
五
子
万
円
で
妥
結
、
審
査
願
、
本
免
許
申
請
を
県
知
事
に
提

町
と
漁
業
協
同
組
合
が
覚
書
に
調
印
し
出
し
て
、
免
許
と
な
り
次
第
工
事
着
工

ま

し

た

。

を

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

委
員
会
に
は
、
二
宮
英
-
一
漁
業
補
償
ま
た
、
漁
業
協
同
組
合
で
は
総
会
お

交
渉
委
員
会
長
お
よ
び
交
渉
委
員
四
十
よ
び
役
員
会
が
聞
か
れ
漁
業
権
の
放
棄

八
人
と
二
宮
町
長
、
西
田
国
土
政
務
次
や
補
償
額
な
ど
の
議
決
を
得
て
町
と
漁

官
、
浦
団
地
域
開
発
事
業
特
別
委
員
長
業
協
同
組
合
に
よ
り
正
式
に
調
印
さ
れ

な
ど
十
一
人
が
出
席
し
て
補
償
交
渉
の
ま
し
た
。

結
果
、
満
場
一
致
で
妥
結
し
た
わ
け
で
こ
の
第
二
次
臨
海
工
業
開
発
事
業
が

す

。

完

成

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

働

く

職

場

こ
の
漁
業
補
償
は
、
今
坊
沖
な
ど
約
が
確
保
さ
れ
、
定
住
人
口
が
増
加
す
る

四
十
万
平
方
灯
を
埋
め
立
て
造
成
す
る
こ
と
に
よ
り
町
の
経
済
活
性
化
が
図
ら

こ
と
に
よ
る
漁
業
権
の
消
滅
と
工
事
期
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
中
の
漁
業
制
限
区
域
お
よ
び
土
地
造
企
業
誘
致
は
、
公
害
の
な
い
企
業
立

一
万
六
千
円
が
補
正
さ
れ
、
予
算
総
額
昭
和
六
十
年
度
と
な
っ
た
た
め
工
事
費

は
三
十
八
億
七
千
六
百
十
二
万
六
千
円
全
部
を
減
額
し
、
当
初
計
上
の
漁
業
補

と

な

り

ま

し

た

。

償

費

一

千

円

に

今

回

七

億

四

千

九

百

九

A
7
凶
補
正
さ
れ
た
も
の
は
、
臨
海
士
十
九
万
九
千
円
を
追
加
、
妥
結
額
七
億

地
造
成
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
で
五
千
万
円
と
し
た
も
の
で
す
。

す。

漁業補償妥結@山火事防止

長
浜
町
議
会
第
二
出
臨
時
会
が
一
二
月

七
日
に
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
、
臨
海
土

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
、
請

負
契
約
の
締
結
な
ど
四
議
案
、
い
ず
れ

も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

臨
海
土
地
造
成
事
業

へ
の
繰
出
金一

披

会

計

A
7
年
度
一
般
会
計
に
二
一
千
二
一
一
白
二
十

漁
業
補
償
費
な
ど

臨
海
土
地
造
成
事
業

A
7
年
度
臨
海
士
地
造
成
事
業
特
別
会

計
は
九
億
七
十
八
万
四
千
円
を
減
額
補

正
し
、
予
算
総
額
は
七
億
八
千
三
百
-
一

十
一
万
六
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
漁
業
補
償
妥
結
が
遅
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
土
地
造
成
工
事
の
着
工
が

859，000 m' 

144，000ロf

658，000 m' 
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請
負
契
約
の
締
結
(
変

更
)
二
件
を
承
認

昭
和
五
十
九
年
度
同
市
地
区
簡
易
水

道
改
良
工
事
は
、
五
千
二
一
百
二
十
三
万

九
千
円
で
、
ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
度
喜

多
漁
港
地
域
改
善
対
策
改
修
工
事
(
分

割
二
)
は
、
四
千
九
百
八
十
六
万
円
で

西
国
興
産
と
請
負
契
約
(
変
更
)
を
締

結
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
五
十
八
年
四

月
二
十
七
日
、
岩
手

県
久
慈
市
の
山
林
か

ら
発
生
し
た
火
災
は
、

強
風
わ
よ
び
異
常
乾

燥
の
悪
条
件
の
た
め
、

千
三
十
五
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
山
林
と
建
物
二

百
二
十
七
棟
、
漁
船

百
二
十
隻
、
そ
の
他

車
両
な
ど
を
焼
い
て

総
額
約
十
+
-
一
億
円
の

損
害
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
大
火
も
最
初

は
小
さ
な
火
元
か
ら

燃
え
広
が
り
、
異
常

気
象
の
た
め
急
激
に
拡
大
し
大
火
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

三
、
四
月
は
一
年
の
う
ち
で
も
っ
と

も
空
気
が
乾
燥
す
る
た
め
、
山
火
事
が

多
く
発
生
す
る
時
期
で
す
。
皆
さ
ん
、

山
火
事
を
防
ぐ
た
め
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

小さな:たとまさかミが

おこす山の火事

た
き
火
や
火
入
れ
を
す
る
時
は

消
火
器
や
水
バ
ケ
ツ

を
準
備
し
て

母
枯
草
な
ど
の
あ
る
危
険
な
場
所
で
は
、

た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

品
憎
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
時
は
、
完

全
に
消
火
す
る
こ
と
。

動
一
度
に
た
く
さ
ん
燃
や
さ
な
い
こ
と
。

曾
強
風
ま
た
は
異
常
乾
燥
の
時
に
は
、

た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

@
火
入
れ
を
す
る
時
は
、
大
勢
の
人
で

行
う
こ
と
。

@
消
火
器
や
本
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
の

準
備
を
す
る
こ
と
。

火
入
れ
に
は
許
可
を

植
林
や
道
路
工
事
な
ど
の
た
め
山
焼

き
な
ど
を
す
る
人
は
、
七
日
前
ま
で
に

役
場
で
火
入
れ
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

山
火
事
に
結
び
つ
く

た
ば
こ

た
ば
こ
が
火
災
に
結
び
つ
く
の
は
、

「
投
げ
捨
て
」
「
落
下
」
「
消
し
忘
れ
」
の

三
つ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
こ
の
う
ち
、

山
火
事
に
結
び
つ
く
の
は
、
「
投
げ
捨

て
」
「
消
し
忘
れ
」
で
す
。

投
げ
捨
て
た
ば
こ

た
ば
こ
に
よ
る
火
災
で
一
番
多
い
の

が
、
「
投
げ
捨
て
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

歩
行
者
や
車
か
ら
た
ば
こ
の
服
い
が

ら
を
投
げ
捨
て
た
り
し
て
い
る
の
を
良

く
み
か
け
ま
す
が
、
こ
れ
は
危
険
で
す
。

周
岡
に
燃
え
る
も
の
が
な
い
と
思
つ
で

も
、
風
に
吹
か
れ
て
ふ
き
だ
ま
り
の
古

紙
や
枯
草
の
中
に
転
っ
て
火
災
と
な
っ

た
こ
と
は
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。

消
し
忘
れ
た
ば
こ

山
仕
事
の
問
に
服
っ
た
た
ば
こ
を
土

の
中
に
埋
め
た
り
、
踏
ん
で
消
し
た
つ

も
り
で
も
く
す
ぶ
り
続
け
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
出
火
す
る
こ
と
は
よ
く
あ

り
ま
す
。
山
林
で
の
た
ば
こ
の
後
始
末

は
完

全
に

r)
宇品

し
ょ

、
7
0
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加
入
手
続
き
は

す
み
ま
し
た
か

お知らせ

厚
生
年
金
一
の
加
入
や
や
め
る
手
続
き

は
会
社
で
お
こ
な
っ
て
く
れ
ま
す
が
、

国
民
年
金
は
本
人
が
子
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
で
、

会
社
を
退
職
し
た
と
き
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
手
続
き
を
年
金
係
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
に
加
入
し
ま

す
と
、
今
ま
で
加
入
し
て
い
た
厚
生
年

金
一
な
ど
と
つ
な
が
っ
て
、
老
後
に
そ
れ

ぞ
れ
の
制
度
か
ら
老
齢
(
通
算
老
齢
)

年
金
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

も
し
、
加
入
し
な
い
で
い
る
と
、
年

金
が
う
け
ら
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、

掛
け
た
保
険
料
も
掛
け
捨
て
と
な
っ
た

り
す
る
な
ど
、
一
生
後
悔
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
国
民
年
金
に
加
入

し
て
、
あ
な
た
の
老
後
を
よ
り
確
か
な

安
定
し
た
も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。
加

入
の
手
続
き
は
、
年
金
係
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

ご
協
力
く
だ
さ
い

商
業
統
計
調
査

五
月
一
日
現
在
で
実
施

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
六
十
年
五

月
一
日
現
在
で
商
業
統
計
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
「
商
業
の
国
勢
調
査
」

と
も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
わ
が
国
の
商

庖
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の
実
態
お

よ
び
商
品
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
の
卸
売

業
お
よ
び
小
売
業
を
営
ん
で
い
る
す
べ 国民年金

て
の
商
応
を
対
象
と
し
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府

県
、
市
医
町
村
に
む
け
る
商
業
の
育
成
、

流
通
機
構
の
近
代
化
な
ど
の
施
策
を
進

め
る
う
え
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
多
方
面
で
利
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
商
山
が
経
常
指
針
を
作
る
際
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命

さ
れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
商
府
を
直

接
訪
問
し
、
調
査
表
に
記
入
い
た
だ
い

て
回
収
す
る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。

提
出
さ
れ
る
調
査
票
は
、
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一開
第館
一 日

百2
躍量
日

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

今
ま
で
第
一
日
曜
日
を
開
い
て
皆
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

一
二
月
か
ら
第
一
日
曜
日
は
休
館
し
、
第

二
日
曜
日
を
開
い
て
い
ま
す
。

時
間
等
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と
同
じ

で
す
の
で
大
い
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。、りか同

月4
・

こ
れ
ま
で
狂
犬
病
予
防
注
射
は
年
二

回
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
四
月
か
ら

一
回
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
注
射
料
金
は
現
在
の
千
四
百

円
が
二
千
二
百
円
に
、
登
録
料
金
は
現

在
と
同
じ
二
千
百
円
で
、
犬
一
頭
に
つ

い
て
四
千
三
百
円
必
要
に
な
り
ま
す
。

訪
問
注
射
は
三
千
二
百
円
、
登
録
料
金

年
一
回
に
改
正

狂
犬
病
予
防
注
射

は
一
-
千
百
円
で
合
計
五
干
二
一
一
白
円
必
要

で
す
。ま

た
、
法
作
改
正
に
よ
っ
て
、
今
年

十
月
に
新
た
に
注
射
を
受
け
る
犬
で
あ

っ
て
も
、
次
年
度
か
ら
は
四
月
か
ら
六

月
に
行
う
定
期
予
防
注
射
、

ι
お
よ
び
登

録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
災
保
険
の
休
業
補
償

請
求
書
の
様
式
変
更

労
働
省
で
は
、
業
務
上
災
害
や
通
勤

災
害
に
よ
る
被
災
者
に
対
し
、
労
災
保

険
に
よ
る
各
種
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
給
付
事
務
を
迅
速
に
処

理
す
る
た
め
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
周

す
る
こ
と
に
な
り
、
労
災
保
険
に
よ
る

休
業
(
補
償
)
給
付
の
請
求
様
式
が
同

月
一
日
か
ら
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。詳

し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

老
人
同
居
の
た
め
に

住
宅
資
金
貨
付

愛
媛
県
で
は
、
親
族
で
あ
る
六
十
歳

以
上
の
老
人
と
同
居
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
住
宅
を
整
備
(
新
築
、
増
築
、

改
築
、
改
装
)
す
る
た
め
資
金
を
必
要

と
す
る
方
に
対
し
て
「
老
人
居
室
整
備

資
金
」
の
貸
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

融
資
条
件
は
次
の
と
む
り
で
す
か
ら
、

大
い
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

{
貸
付
の
対
象
者
}
県
内
に
お
い
て
、

親
族
で
あ
る
六
十
歳
以
上
の
者
と
同
居

し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
こ
卜

歳
以
上
の
者
。

一
貸
付
の
対
象
一
現
に
同
居
し
、
ま
た

同
居
し
よ
う
と
す
る
家
屋
の
新
築
、
増

築
、
改
築
お
よ
び
改
装
。

一
貸
付
限
度
額
一
十
万
円

1
百
万
円
。

た
だ
し
改
装
は
二
卜
万
円
以
ド
。

一
償
還
期
間
一
ト
年
以
内
。
た
だ
し
改

装
は
五
年
以
内
。
す
え
置
き
期
間
な
し
。

一
償
還
方
法
}
元
金
均
等
に
よ
る
年
賦

ま
た
は
半
年
賦
償
金
。

一
申
し
込
み
窓
口
}
県
ド
の
農
業
協
同

組
合
、
県
労
働
金
庫
の
本
・
支
出
。

気
軽
に
ご
利
用
を

長
期
払
い
の
低
利
口

l
ン

労

信

協

愛
媛
県
労
働
者
信
用
基
金
協
会
は
、

愛
媛
県
、
地
ト
刀
自
治
体
、
労
働
福
祉
事
業

団
体
お
よ
び
労
働
団
体
の
出
引
を
得
て
、

昭
和
五
十
九
年
一
一
一
月
卜
七
日
に
設
立
さ

れ
た
勤
労
者
専
門
の
保
証
機
関
で
す
。

労
信
協
の
保
証
引
受
け
に
よ
り
、
職

場
に
労
働
組
合
を
も
た
な
い
中
小
企
業
、

商
広
な
ど
に
む
勤
め
の
方
が
、
労
働
金

庫
か
ら
長
期
弘
い
の
低
利
口

l
ン
を
気

軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
般
勤
労
者
の
方
で
資
金
が
必
要
な

と
き
は
、
高
利
の
借
金
を
避
け
て
、
無

担
保
三
百
万
円
、
有
担
保
三
千
万
円
の

範
開
で
労
金
口

l
ン
が
利
用
で
き
ま
す
。

労
金
口

l
ン
の
一
例

一
入
学
口

I
ン
}
年
七
・
六
%

一
年
金
口

l
ン
一
年
六
・
:
一
六
%

{
虹
の
口

I
ン
(
不
動
産
担
保
)
}
年
七
・

六

八

%

一
県
提
携
住
宅
融
資
}
年
六
・
四
%

詳
し
い
こ
と
は
愛
媛
県
労
働
金
庫
大

洲
出
張
所
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

船
員
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

殉
職
船
員
遺
児
ヘ
援
護
金

月

額

六

千

円

外
航
船
舶
運
航
事
業
、
旅
客
船
運
航

事
業
ま
た
は
内
航
船
舶
運
航
事
業
に
船

員
と
し
て
従
事
中
、
海
難
そ
の
他
職
務

k
の
事
故
に
よ
り
死
亡
し
た
船
只
の
遺

児
で
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
の
者
の
内
、

生
活
に
同
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

者
を
対
象
と
し
て
媛
護
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

一
支
給
期
間
一
遺
児
が
出
生
し
て
か
ら

中
手
義
務
教
育
を
終
了
す
る
ま
で
。

{
支
給
額
一
一
人
一
か
月
六
千
円
。
小

学
校
ヘ
入
学
し
た
時
、
三
万
円
贈
足
。

{
提
出
書
類
一
マ
援
護
金
支
給
願
書
マ

添
付
書
類
同
戸
籍
謄
本
川
生
活
状
況
報

告
書
同
在
学
証
明
書
凶
海
難
報
告
書
写

し
ま
た
は
船
民
保
険
の
年
余
証
書
の
写

だ 2 五fJfi し
さ 3 i毎章ZJ羊
い 4 事 会 し
。|セ(い

。ン東こ
6 夕立てと
6 者日 は;
2 ピ干
ヘル代(財)
わ、内 lH Fl 
FclJ ~ [)(本
い宮掬殉
合 o町職
せ 3 [7可疏J
く I I員

郷
土
の
川
を
美
し
く

河
川
美
化
月
間

4
月
1
日
1
4
月
羽
田

建
設
省
で
は
、
同
月
を
河
川
美
化
月

間
と
し
て
「
郷
土
の
川
を
美
し
く
、
み

な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
川
」
の
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
川
に
ゴ
ミ
、
汚
物
、

廃
材
、
ガ
レ
キ
等
を
捨
て
な
い
よ
う
、

私
達
の
財
躍
で
あ
る
川
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
F
7
0
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青
年
の
意
識
統
一
を

「
青
年
の
宿
」
建
設

モニタ一つうしん@一歳ですコンニチハ

今
年
は
国
際
青
年
年
で
す
。
お
も
い

き
っ
て
、
長
浜
の
未
来
を
背
負
う
青
年

の
た
め
に
、
「
青
年
の
宿
」
の
こ
と
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
近
年
、
青
年
の
同

結
力
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
歯

止
め
対
策
と
し
て
お
願
い
し
ま
す
。

(
今
坊
・
津
田
礼
子
・
お
歳
)

お
答
え
・
:
今
、
青
年
団
の
活
動
は
確

か
に
低
調
で
す
。
入
団
者
の
少
な
い
こ

と
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

織
を
も
っ
て
、
多
忙
な
中
に
も
二
十
-

世
紀
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
宿
命
の
中
で
努
力
し
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
で
す
か
ら
今
、
青
年
の

街
を
建
設
し
て
果
し
て
効
果
的
活
用
と

実
績
を
あ
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し

ょ
P7
か。

た
い
へ
ん
良
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
い

ま
す
が
、
将
来
に
も
続
く
事
業
だ
け
に

慎
重
に
考
之
、
先
ず
青
年
同
自
身
の
意

識
の
統
一
を
図
っ
て
み
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
一
層
努
力
を

親
し
ま
れ
る
広
報
紙

-
一
月
一
日
の
愛
媛
新
聞
に
「
広
報
伊

万
町
」
が
、
広
報
紙
、
写
真
の
両
部
門

で
特
選
に
選
ば
れ
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

に
推
せ
ん
さ
れ
た
こ
と
が
載
っ
て
い
ま

し
た
。
六
年
間
す
べ
て
一
人
で
製
作
さ

れ
、
「
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
編
集
に
努
力
さ
れ
て
い
る
の
に

;;言葉!?ま;::議掛科:'.
j 中伊美喜也くん(出海) l 
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感
心
し
ま
し
た
。
過
去
、
「
広
報
な
が

は
ま
」
も
入
賞
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
が
、
若
い
人
に
も
待
ち
遠
し
が
ら
れ

る
紙
面

a

つ
く
り
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
写
真
の
好
き
な
人
は
町
内
に

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
人
た
ち
の

作
品
も
掲
載
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
(
出
海
・
畑
山
伊
佐
夫
・
日
歳
)

お
答
え
・
:
一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん

に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
紙
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
宜
し
く
ム
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
も
地
域
の
話
題
や
ホ
ッ
ト

な
ニ
ユ
ー
ス
を
提
供
い
た
だ
い
た
ら
と

思
い
ま
す
。

な
お
、
写
真
に
つ
い
て
も
新
し
い
企

画
で
と
り
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

開
発
で
活
性
化
を

町
お
こ
し
事
業

大
分
県
の
一
村

-
u
m
運
動
の
よ
う
な
、

ま
た
、
肱
川
町
の
「
ふ
る
さ
と
事
業
」

と
連
携
し
た
「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
の

宅
配
等
も
町
お
こ
し
の
参
考
に
し
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、
城
川

町
の
地
元
高
校
生
の
エ
ビ
、
不
ラ
ン
の
無

菌
培
養
に
よ
る
岡
市
殖
、
品
種
改
良
等
の

附
究
を
町
が
村
お
こ
し
に
生
か
そ
う
と

町
で
無
菌
的
養
施
設
を
建
設
し
た
こ
と

な
ど
も
大
い
に
参
考
に
し
て
ほ
し
い
と

忠
い
ま
す
。

長
期
的
に
は
第
-
一
次
開
発
推
進
の
計

画
が
あ
っ
て
も
、
一
間
期
的
に
何
を
す
る

の
か
、
即
実
行
で
き
る
町
の
活
性
化
が

凶
ら
れ
る
事
業
が
な
い
の
か
ど
う
か
な

ど
の
記
事
も
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(
上
老
松
・
東
秀
行
・
判
歳
)

お
答
え
・
:
無
菌
倍
養
施
設
な
ど
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
(
生
命
工
学
)
の
手

法
に
よ
る
研
究
・
開
発
な
ど
が
盛
ん
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も

役
立
つ
も
の
は
参
考
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
活
性
化
に
つ

い
て
は
第
二
次
開
発
事
業
を
進
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
凶
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
こ
協
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

読
書
で
感
性
豊
か
に

僅
良
校
外
活
動
グ
ル
ー
プ

自
滝
で
家
庭
文
庫
を
聞
い
て
お
ら
れ

る
上
川
ス
ミ
先
生
と
文
庫
を
利
用
し
て

読
書
に
親
し
ん
で
い
る
チ
供
た
ち
二
卜

数
人
に
愛
媛
県
教
育
委
員
会
か
ら
優
良

校
外
活
動
グ
ル
ー
プ
賞
が
お
く
ら
れ
ま

し
た
。
「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
チ
供

た
ち
が
ま
す
ま
す
本
に
関
心
を
持
ち
、

読
書
を
通
し
て
感
性
豊
か
な
心
の
持
ち

主
に
育
っ
て
欲
し
い
」
と
先
生
は
喜
ん

で
わ
ら
れ
ま
し
た
。

(
白
滝
・
遠
香
千
代
・
位
歳
)

み
な
さ
ん
と
共
に

魅
力
あ
る
広
報
紙
を

広
報
な
が
は
ま
に
何
か
も
う
ひ
と
つ

物
足
り
な
さ
を
感
じ
る
の
で
す
が
、
む

知
ら
せ
的
な
記
事
が
多
い
か
ら
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
c

広
報
紙
だ
か
ら
仕

方
が
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
各
課
か
ら
と
か
各
連
絡
所
か

ら
の
記
事
の
欄
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
の
財
政
指
標

な
ど
も
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

(

F

仁
老
松
・
東
秀
行
・
日
切
歳
)

お
答
え
・
:
ご
意
見
は
謙
虚
に
受
け
止

め
、
情
報
化
時
代
に
あ
っ
た
広
報
紙
を

と
考
え
て
い
ま
す
。
広
報
紙
は
住
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
気
づ
か
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
し
ど
し
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
と
共
に
よ

り
よ
い
広
報
紙
守
つ
く
り
を
め
ざ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

自
然
を
守
り
な
が
ら

必
要
施
設
を

観
光
開
発
事
業

長
浜
町
に
は
、
美
し
い
海
、
金
山
出

石
土
寸
を
臨
む
山
々

Ei--
当
町
の
よ
う
に

海
、
山
の
揃
っ
た
観
光
地
は
愛
媛
県
で

も
数
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
c

地
理
的
に
も
松
山
か
ら
車
で
一
時
間
の

閥
内
に
あ
る
の
で
す
か
ら
開
発
事
業
と

同
時
に
観
光
開
発
事
業
に
も
着
手
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
豊
茂
・
佐
々
木
徳
美
・
訂
歳
)

お
答
え
・
:
大
洲
市
、
喜
多
都
市
町
村

む
よ
び
東
宇
和
郡
の
町
で
、
広
域
的
視

点
か
ら
肱
川
流
域
観
光
協
議
会
を
発
足

さ
せ
、
い
ろ
い
ろ
と
研
究
を
し
て
い
ま

ト
ヲ
。

県
あ
る
い
は
専
門
家
の
ご
意
見
を
聞

き
、
将
来
を
予
測
し
た
肱
川
観
光
網
に

つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
力
す
る
所
存
で

す。
現
在
は
、
出
石
守
、
白
滝
公
園
、
不

動
滝
公
園
、
長
浜
海
水
浴
場
、
青
島
に

ポ
イ
ン
ト
を
む
い
て
、
地
道
に
白
日
以
を

守
り
な
が
ら
必
要
施
設
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。
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排
廿
つ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
肌

を
わ
湯
で
ふ
き
、
そ
の
後
、
乾
い
た
布

で
ふ
き
ま
す
。
尾
て
い
丹
の
よ
部
は
、

で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
バ
ウ
ダ
ー
を
つ
け

同
ピ
姿
勢
で
長
時
間
寝
て
い
る
と
、
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
お
ぐ
と
効
来
的

体
の
重
み
で
、
特
に
骨
ば
っ
て
い
る
部
で
す
。

分
は
血
液
の
循
環
が
悪
く
な
っ
て
、
床
(
栄
護
状
態
が
悪
い
〕

ず
れ
を
記
↓
「
ふ
、
す
く
な
り
ま
す
。
ま
寝
た
き
り
の
状
態
が
続
く
と
、
全
身

な
、
う
っ
血
性
肺
炎
を
起
こ
す
原
川
に
の
日
一
(
合
い
が
悪
く
な
っ
て
食
欲
が
落
ち
、

も
な
り
ま
す
。
寝
た
き
り
の
む
年
寄
り
そ
れ
が
い
っ
そ
う
全
身
の
衰
弱
に
拍
車

の
場
合
は
、
少
な
く
と
も
一
、
一
時
間
を
か
け
る
と
い
う
悪
筒
環
が
生
じ
ま
す
。

ご
と
に
手
足
の
位
置
や
体
位
を
い
ろ
い
つ
ま
り
、
栄
養
状
態
が
悪
く
な
っ
て
床

ろ
を
え
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
c

ず
れ
が
起
き
や
す
く
な
る
の
で
す
。

(
排
せ
つ
物
な
ど
で
皮
膚
が
汚
れ
て
い
栄
養
は
ぺ
一
ブ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と
が

る

)

大

事

び

す

が

、

特

に

ビ

タ

ミ

ン

A
、
B
、

い
つ
も
皮
膚
を
清
潔
に
。
汗
を
か

C
が
欠
乏
し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま

き
や
す
い
と
こ
ろ
や
、
汗
を
か
い
た
郎
し
よ
う
。
タ
ン
パ
ク
質
に
常
人
だ
食
品

〔
同
じ
姿
勢
で
長
〈
寝
て
い
る
」
八
万
の
子
入
れ
を
念
入
り
に
し
ま

F
こ
(
魚
、
肉
、
卵
、
担
製
品
、
大
豆
製
品
)

寸
t
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-
f
I
l
i
-
-
i
l
l
-
-
+
!
?
;
i
t
-
-
;
i
i
!
l
i
l
-
-
l
i
l
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一

新

し

い

年

度

を

迎

え

、

活

力

に

満

康

に

な

る

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

心

の

健

康

さ

を

保

っ

て

い

る

と

い

え

一

一
ち
た
季
節
、
ど
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
白
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
季
節
に
る
で
し
ょ
う
。
一
方
、
パ
い
く
ら
白
然
一

一
期
は
自
然
界
も
人
間
の
体
も
生
命
力
そ
れ
を
大
い
に
利
用
し
て
、
新
鮮
な
空
が
美
し
く
、
明
る
く
輝
い
て
い
て
も
、
一

一
に
あ
ふ
れ
た
働
き
を
す
る
時
で
す
。
気
や
日
光
を
浴
び
で
下
さ
い
コ
特
に
、
そ
れ
が

H
に
と
ま
ら
ず
、
心
が
と
き
一

一
思
い
つ
き
り
戸
外
ヘ
出
か
け
て
み
ま
冬
は
寒
さ
の
た
め
に
家
の
中
へ
閉
じ
こ
め
か
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
時
は
ど
こ
一

一

し

よ

う

。

も

り

が

ち

だ

っ

た

品

齢

者

や

赤

ち

ゃ

ん

か

に

不

健

康

な

部

分

を

抱

え

て

い

る

一

一

健

康

な

毎

日

を

送

る

た

め

に

は

ず

で

す

。

一

一

円

衣

食

住

の

基

本

的

な

生

活

心

乃

建

表

さ

年

度

の

変

り

げ

は

入

学

三

一
を
適
切
に
整
え
る
こ
と
が
大
切

J

(

2

1

I

I

¥

や
就
職
な
ど
で
人
の
聞
き
川
一

本

書

ザ

+

一

な

条

件

で

す

が

、

そ

れ

だ

け

で

よ

い

環

境

つ

く

り

へ

の

努

力

を

が

多

く

、

そ

れ

に

伴

っ

て

噛

一

一

は

健

康

は

保

障

さ

れ

ま

せ

ん

。

様

々

な

環

境

の

変

化

が

生

北

一

一
人
聞
は
品
目
の
動
物
、
と
異
な
っ
て
社
な
ど
は
、
ぜ
ひ
外
へ
出
る
こ
と
を
お
勧
ピ
る
時
で
す
。
新
し
い
環
境
に
い
い
一

一

塁

4
1」
会

的

な

存

在

で

す

。

め

し

ま

す

。

早

く

慣

れ

る

ご

と

も

健

康

の

条

三

露関可・・・一

一

倍

4
7
一

で

寸

か

ら

社

会

の

い

く

-

与

を

と

っ

て

も

自

然

に

誘

わ

件

で

す

。

本

人

も

周

問

の

者

も

、

三

一

J
e
L
n
中

で

良

い

環

境

、

れ

て

出

か

け

て

み

よ

う

と

い

う

意

欲

が

そ

れ

ぞ

れ

に

良

い

環

境

づ

ぐ

り

と

ご

沿

羽

か

良

い

人

間

関

係

に

あ

り

、

そ

こ

で

人

に

出

会

っ

て

あ

い

さ

へ

の

努

力

を

心

掛

け

た

い

と

同

三

一

一

F
L
1
H

一

忠

ま

れ

な

け

れ

ば

、

つ

を

交

わ

し

た

り

話

し

た

り

す

る

こ

と

い

ま

す

。

一

勺

一

一

静

岡

し

自

分

ひ

と

り

で

健

が

楽

し

い

と

思

え

る

な

ら

、

そ

の

人

は

(

保

健

婦

一

宮

和

主

一

九

一

f
l
i
l
i
;
1
1
1
l
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l
i
-
-
t
;
1
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1
1
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1
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-
-
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床
ず
れ
の
予
防

部租臨画圃園寝たきり老人の看護法。へるすあい …山E

体
の
向
き
を

変
え
て
あ
げ
る

床
ず
れ
は
体
の
一
部
分
の
組
織
に
血

液
が
通
わ
な
く
な
り
、
栄
養
が
不
足
し

て
組
織
が
崩
れ
ど
い
く
状
態
で
す
c

、五

な
原
閃
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

も
欠
か
さ
ず
に
。

食
欲
が
わ
く
よ
う
に
調
理
や
盛
り
つ

け
に
気
を
配
り
ま
す
。
ま
た
、
消
化
カ

が
低
下
し
て
い
る
と
き
は
、
刊
か
く
刻

ん
ど
「
刻
み
食
」
か
ミ
キ
サ
ー
で
砕
い

た
「
ミ
キ
サ
ー
食
」
な
ど
を
試
し
て
み

ま
す
。

〔
寝
具
や
寝
ま
き
に
問
題
が
あ
る
〕

寝
具
や
寝
ま
き
が
国
す
ぎ
と
り
、
湿

っ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
高
ま
き
の
縫

い
目
や
シ
ワ
で
皮
膚
が
こ
寸
れ
た
り
す

る
の
色
、
床
ず
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

朝
、
タ
は
必
ず
べ

y
ド
を
整
ど
ん
し

て
パ
ン
イ
ず
や
ゴ
ミ
な
ど
を
取
り
除
き
、

シ
l
ツ
を
ピ
ン
と
張
っ
て
お
き
ま

F
3

寝
ま
き
は
、
背
ぬ
い
の
な
い
も
の
を
〔

ま
た
、
シ
ー
ツ
や
住
ま
き
は
、
の
り
を

つ
け
な
い
の
が
原
則
で
す
。

床
ず
れ
は
、
で
き
や
す
山
部
分
が
ボ

ツ
ン
と
赤
く
な
る
の
が
最
初
の
兆
候
で

す
。
こ
の
段
階
で
完
全
に
治
し
て
し
ま

わ
な
い
と
次
々
に
ひ
ど
い
状
態
に
な
灯
、

つ
い
に
は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

赤
く
な
り
か
け
の
と
き
は
、
次
の
よ

う
な
手
当
て
を
し
て
く
だ
さ
い
。

食
品
同
…
め
の

湯
で
タ
オ

ル
を
し
ぼ

り
、
こ
す

ら
ず
、
押

さ
え
る
よ

う
に
し
て

ふ
き
、
パ

ウ
ダ
ー
を

ふ
っ
て
乾

燥
さ
せ
ま

横向きに寝る習慣がある場合

@肩や1要の告力、当たる F

@ひさ同士かすれ合う
.♂ ¥ノ与しいし、 士の甲、
II山 J孟ぞ 'jと

す
。
そ
の
あ
と
血
行
が
よ
く
な
る
よ
う
、

手
の
ひ
ら
で
描
ら
か
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

ま
す
。そ

の
部
分
に
直
接
布
団
な
ど
が
当
た

ら
な
い
よ
う
、
パ
ソ
ド
を
当
て
ま
ず

0

4
H
ガ
ラ
ス
越

L
に
床
ず
れ
の
部
分
を
日

に
当
て
、
十
分

i
三
十
分
程
度
日
光
浴

さ
せ
る
の
も
上
い
で
し
ょ
う
。

大
温
風
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
を
肌
か
ら
一
一
一
、

四
十
セ
ン
チ
離
し
、
円
を
措
く
よ
う
に

当
て
ま
す
。
血
行
を
よ
く
し
、
湿
り
を

防
ぐ
効
山
本
が
あ
り
ま
す
。

今
月
の
日
曜
当
直
病
・
匝
院
は
次
の

通
り
で
す
。
受
引
時
聞
は
午
朝
十
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
診
療
は
救
急
忠

者
の
々
だ
け
で
す
。
原
則
と
し
て
往
診

は
致

L
ま
せ
ん
。

①

4
月
7
日
辻
医
院
宮
(
切
り
1
7
4

①

4
月
日
比
日
石
村
病
院
宮
⑮
0
2
5
7

@
4月
幻
日
清
水
医
凶
器
@
2
8
8
3

G
4月
出
日
米
川
医
院
岱
⑫
0
1
6
5

@
4月
却
日
岡
田
医
院
宮
⑫
0
6
3
9

乳

児

健

診

…

①

4
月

日

日

町

体

育

館

午

後

1
時

1
2
時
対
象
は
昭
和
田
年
5
灯、

8

月
、
日
月
生
ま
れ
の
子
供
さ
ん
。

①

4
月

m
H

町

体

育

館

午

前

9
時

却八刀

1
ロ
時
マ
向
滝
公
民
館
午
後
1

時
加
分

1
2
時
マ
昭
和
サ
ボ
ア
午
後

Z
時
的
分

1
4
時
加
分
皆
さ
ん
の
温

か
け
ご
協
力
を
わ
願
い
し
ま
す
の
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わ
れ
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7成 大
ヤ) ，こ
で

た礼張がしり議務た念い神
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言ま新梅児ら官西典公が落学三
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ゴ口口口口口口口口口口口口口口口

三
月
三
日
豊
茂
公
民
館
で
各
種
団
体
交
流
会

を
開
催
。
公
民
館
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
婦
人

会
、
豊
友
会
、
青
年
団
、

P
T
A
、
母
親
ク
ラ
ブ
な

ど
の
関
係
者
ム
お
よ
そ
三
十
人
が
集
ま
っ
て
「
花

〉

K
H
U

お
持
日
ド

題」を
テ

ーマ
に
意

見
交
換
を
し
た
。

過
疎
化
を
く
い
と

め
る
意
見
で
も
「
適

齢
者
に
花
嫁
を
」

と
い
う
真
剣
な
意

見
が
だ
さ
れ
た
。

適齢者に花嫁を
~各種団体交流会~

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

冥
福
を
祈
っ
て

1
畜
犬
思
霊
祭
;

三
月
六
日
町
体
育
館
で
、
大
洲
保
健
所
管
内
の
獣
医
、
畜

犬
関
係
者
十
七
人
が

集
ま
っ
て
、
畜
犬
慰

霊
祭
が
聞
か
れ
た
。

住
職
の
読
経
に
続
い

て
、
高
橋
衛
生
課
長

が
「
犬
と
の
つ
な
が

り
は
、
最
愛
の
友
と

し
て
太
古
の
普
か
ら

続
い
て
い
る
が
、
公

衆
衛
生
上
見
逃
す
こ

と
が
で
き
な
い
の
で

許
し
て
ほ
し
い
」
と

慰
霊
の
一
言
葉
を
述
べ

た。

ルポ・まちの先覚者

ロロ口口口口口口口口口口口口口仁

明
る
い
笑
顔
で
応
待
を

1
商
工
婦
人
の
接
客
マ
ナ
1
1

にりて方な「人 え井 ム師 がと 客
耳の身」み言が、揚スに問題応、三
を講ぶな、葉出お子ク松かし待月
傾演 りど身、席よさ l 山れたマ六
け に、にの身し そ ん ル チ た 講 ナ 日
た熱手つ振だて七をのヤ。演 i町
。心ぷいりし、十迎亀 1 講会」体

育
長官
で
商
工
6_ 
Z三三

王
f雀
(l) 
一一寸

商
工
世帯
人
σ3 
f妾

富

岡

春

十
九
世
紀
に
お
け
る
世
界

の
三
大
芸
術
家
の
一
人
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
富
岡
鉄
斎
の
妻
春
子
は
、
弘

化
三
年
(
一
八
四
六
)
わ
が
長
浜
町

に
生
ま
れ
た
。

父
佐
々
木
禎
蔵
、
母
イ
ク
の
三
女

で
あ
る
。
禎
蔵
は
大
洲
藩
長
浜
詰
の

家
持
で
長
浜
川
口
番
所
(
現
在
林
田

宅
)
に
つ
と
め
た
。
武
芸
に
も
長
じ
、

少
女
期
(
十
四
歳
こ
ろ
)
の
春
子
を

つ
れ
て
十
数
キ
ロ
の
山
坂
を
越
し
た
城

下
町
大
洲
へ
、
武
芸
の
修
練
に
通
っ

た
。
女
性
と
し
て
は
体
格
も
人
並
は

ず
れ
て
大
き
く
、
気
合
の
こ
も
っ
た

振
舞
の
春
子
は
た
ち
ま
ち
に
上
達
し
、

都
及
の
免
許
皆
伝
を
う
け
た
と
い
う
。

ま
た
父
の
同
輩
に
は
、
矢
野
玄
道
の

父
で
国
学
研
究
の
一
入
者
で
あ
っ
た

矢
野
道
正
が
居
た
の
で
、
春
子
も
学

問
に
対
す
る
情
熱
が
芽
生
え
は
じ
め

て
い
た
。

春
子
が
よ
う
や
く
成
長
し
た
思
春

期
の
わ
が
国
は
、
尊
王
嬢
夷
、
佐
幕

開
国
論
で
大
き
く
ゆ
れ
動
い
て
い
た
。

大
洲
は
勤
王
思
想
の
メ
ッ
カ
で
あ
り
、

京
都
の
縮
図
で
も
あ
っ
た
。
わ
り
も

お
り
、
文
久
三
年
二
八
六
三
)
十

二
月
父
禎
蔵
が
死
去
し
、
同
郷
の
巣

内
式
部
、
矢
野
玄
道
が
新
選
組

に
捕
縛
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
多

感
な
青
春
時
代
、
純
情
一
途
に

天
下
の
動
き
に
眼
を
向
け
、
勤

王
の
志
ゃ
み
が
た
く
、
動
乱
の

京
を
こ
の
眼
で
確
か
め
た
く
、

玄
道
の
妹
光
浦
と
常
盤
井
船
れ

の
長
女
七
松
の
勤
め
て
い
る
京

都
の
五
条
家
に
奉
公
す
る
か
た

わ
ら
学
問
の
修
行
に
励
み
、
女

性
と
し
て
の
教
養
に
磨
き
が
か
け
ら
れ
、

才
女
と
し
て
の
風
格
を
見
せ
は
じ
め
た

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
婚
期
の
過
ぎ
た

二
十
六
歳
の
時
、
風
采
も
あ
が
ら
ず
耳

の
遠
い
三
十
七
歳
の
鉄
斎
と
結
婚
し
た
。

勤
王
の
志
が
強
く
、
学
者
と
し
て
の
鉄

斎
を
見
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
時
分
は
、
鉄
斎
の
生
涯
で
最
も

貧
窮
の
時
代
で
あ
っ
た
が
、
春
子
は
そ

れ
に
耐
え
、
そ
の
後
の
五
十
年
間
、
鉄

斎
の
偉
業
の
陰
に
あ
っ
て
内
助
の
功
を

尽
く
し
た
の
で
あ
る
。
春
子
は
天
性
に

加
え
て
大
田
垣
蓮
月
の
影
響
も
あ
っ
て

か
和
歌
も
た
く
み
で
、
鉄
斎
の
日
常
の

感
化
で
書
画
も
よ
く
し
、
夫
婦
合
作
の

楽
焼
も
つ
く
っ
た
。
八
十
歳
を
過
ぎ
て

も
庭
で
薙
万
を
振
り
回
し
て
い
た
と
い

う
。
そ
の
反
面
思
い
や
り
深
く
、
鉄
斎

の
羽
織
る
ジ
ン
ベ
イ
は
自
分
で
織
っ
た

も
の
を
着
せ
て
い
た
。

昭
和
十
五
年
一
月
八
日
、
九
十
四
歳

の
天
寿
を
全
う
し
た
。

春
子
の
和
歌

い
と
ま
な
き
我
身
な
が
ら
も
文
机
に

心
ば
か
り
は
よ
ら
ぬ
日
ぞ
な
き

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎

子
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表
ノ
バ
ソ
/

立一早

卒
業
中
小
卒
業

j肖

別揮
官書
副暴

吉署
長

三
月
十
七
日
長
浜
中
学
校
体
育
館
で

附
和
六
十
年
消
防
出
初
式
が
聞
か
れ
、

次
の
方
々
は
消
防
活
動
に
功
労
・
功
績

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
同
山
山
初
式
の

席
上
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

市
川
内
牛
小
父
口
。

一
同
千

T
m
m

{
消
防
庁
長
官
表
彰
}
(
永
年
勤
続

功
労
章
)
別
宮
久
夫
(
白
滝
)
{
日
本

消
防
協
会
長
表
彰
}
(
功
績
章
)
鎌
田

博
郷
(
長
浜
)
マ
(
勤
続
立
早
)
久
保
田

畑官
費中母
手ョ親
寡ミJ で
婦/

揮さ
実ん

表彰・スポーツ

出
海
八
十
九

区
の
畑
中
ヨ
シ

さ
ん
(
六
五
)
は
、

福
祉
向
上
の
九

め
優
良
母
親
と

し
て
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
二

月
二
十
四
日
五
十
崎
町
で
聞
か
れ
た
喜

多
郡
母
子
寡
婦
福
祉
大
会
の
席
上
、
浜

田
夕
、
不
同
連
合
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

+第

?国
ム協需
が A 差
壁が室
最優玄
つ自力

二
月
十
七
日
第
十
九
回
長
浜
駅
伝
競

奈
臣
(
白
滝
)
{
愛
媛

県
知
事
表
彰
一
(
功
労

立
早
)
浜
上
忠
泰
(
仁
久
)

川
田
充
義
(
下
須
戒
)

一
愛
媛
県
消
防
協
会
長

表
彰
一
(
功
績
章
)
次

家
誠
(
長
浜
)
{
愛
媛

県
消
防
協
会
長
表
彰
一
(
勤
続
章
)
成

田
和
幸
(
長
浜
)
湊
隼
人
(
沖
浦
)
津

田
久
光

(
A
7

坊
)
加
納
芳
彦
(
須
沢
)

河
中
清
則
(
出
海
)
藤
岡
秋
男
(
下
須

戒
)
{
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表

彰
}
(
勤
続
章
)
馬
場
正
義
(
沖
浦
)

川
口
隆
義
(
長
浜
)
鎌
田
清
仁
(
沖
浦
)

田
淵
通
(
長
浜
)
後
藤
悦
男
、
橋
岡
正

(
以
上
今
坊
)
増
田
君
生
、
増
田
和
男
、

西
内
誠
(
以
上
櫛
生
)
村
上
茂
、
桜
本

消防活動

走
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
二
十
九
チ

ー
ム
が
参
加
し
て
、
町
体
育
館
前
を
ス

タ
ー
ト
、
白
滝
折
り
返
し
二
往
復
、
六

区
間
二
十
八
・
八
キ
ロ
山
で
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

一
部
(
地
域
体
協
、
ク
ラ
ブ
)
で
は
、

長
浜
体
協
A
-
B
な
ど
二
十
二
チ

l
ム、

二
部
(
町
内
職
域
)
は
長
浜
青
果
農
協

な
ど
四
チ

l
ム
、
三
部
(
高
校
)
は
長

浜
高
校
陸
上
部
な
ど
四
チ

i
ム
が
好
記

録
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

上
位
入
賞
チ
l
ム
の
結
果
は
次
の
通

り。

一
一
部
]
①
大
洲

体
協
A

1
時
間
泊

分
幻
秒
②
松
山
陸
協
1
時
間
泊
分
お
秒

③
丸
善
走
友
会
1
時
間
部
分
四
秒
④
津

島
体
協
1
時
間
部
分
臼
秒
⑤
伊
予
市
体

協
1
時
間
部
分
臼
秒
⑥
長
浜
体
協
A

1

時
間
部
分
閃
秒
{
二
部
}
①
消
防
長
浜

総
合
成
績

住
雄
(
以
上
須
沢
)
村
本
章
、
安
藤
守
、

垣
内
岩
光
、
谷
口
孝
(
以
上
出
海
)
菊

地
登
喜
生
(
穂
積
)
大
津
正
一
(
下
須

戒
)
池
田
公
誠
(
上
老
松
)
森
内
徳
男

(
豊
茂
)
松
田
光
寛
(
戒
川
)
マ
(
規

律
章
)
友
淳
正
則
(
仁
久
)
谷
岡
照
基

(
豊
茂
)
武
知
明
(
白
滝
)
{
長
浜
町

長
表
彰
一
(
精
勤
章
)
笹
田
博
志
(
仁

久
)
古
谷
誠
喜
、
西
村
勇
二
、
久
保
信

彦
、
久
保
辰
男
、
武
田
伸
一
(
以
上
沖

浦
)
矢
野
晃
、
久
保
睦
(
以
上
黒
田
)

西
崎
則
高
(
長
浜
)
久
保
文
章
、
山
本

久
幸
(
以
上
豊
茂
)
尾
上
孝
之
、
清
水

丈
司
(
白
滝
)
マ
(
無
火
災
章
)
長
浜

分
間
、
白
滝
分
団
一
長
浜
町
消
防
団
長

表
彰
一
(
精
勤
賞
)
東
武
利
ほ
か
一
二
十

五
人
。

1
時
間
日
分
沼
秒
②
長
浜
青
果
農
協
A

1
時
間
国
分
出
秒
{
士
一
部
一
①
帝
京
第

五
高
校
陸
上
競
技
部
1
時
間
泊
分
訂
秒

②
長
浜
高
校
陸
上
部
1
時
間
位
分
回
秒

ー

i
U引
|
|
l
!

一
一
部
}
マ
一
区

相ノ

l
i
l
-
-
-
-
1

星
野
進
(
大
洲
一
体

協
A
)
担
分
四
秒
マ
二
区
林
末
弘
(
松

山
陸
協
)
ロ
分
旧
秒
マ
三
区
河
口
宏
志

(
大
洲
体
協
A
)
日
分
閃
秒
マ
四
区
新

居
田
雅
昭
(
松
山
陸
協
)
加
分
幻
秒
マ

五
区
大
西
和
久
(
松
前
町
体
協
)
ロ
分

泣
秒
マ
六
区
坂
本
武
(
明
浜
体
協
)
日

分
必
秒
一
二
部
]
マ
一
区
上
満
啓
司
(
長

浜
青
果
農
協
A
)
部
分
叫
秒
マ
二
区
高

岡
利
典
(
消
防
長
浜
)
H
分
日
秒
マ
三

区
酒
井
国
美
(
長
浜
青
果
農
協
A
)
日

分
お
秒
マ
四
区
菊
岡
幸
造
(
消
防
長
浜
)

叫
分
担
秒
マ
五
区
芳
我
美
光
(
消
防
長

浜
)
H
分
羽
秒
マ
六
区
橋
本
悟
(
長
浜

体
協
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

)
H
分
幻
秒
一
一
一
一

部
一
マ
一
区
宇
都
宮
靖
男
(
帝
京
第
五

高
校
陸
上
競
技
部
)
担
分
日
秒
マ
二
区

石
山
秋
弘
(
同
)
口
分
出
秒
マ
三
区
笹

尾
幸
司
(
同
)
日
分
担
秒
マ
四
区
寺
岡

秀
一
(
同
)
担
分
侃
秒
マ
五
区
上
野
糾

志
(
同
)
ロ
分
団
秒
マ
六
区
栗
田
寿
康

(
同
)
叩
分
位
秒

藤雪
国 T 田思
両さ雇
かんう?

主う 3
員/¥ / 

言人

二
月
二
十
四
日
県
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
付
設
の
公
認
コ

l
ス
で
行
わ

れ
た
第
二
十
三
回
愛
媛
マ
ラ
ソ
ン
に
町

内
か
ら
六
人
が
出
場
し
、
全
員
が
完
走

し
ま
し
た
。
全
体
の
完
走
者
は
二
百
四

十
八
人
。

町
内
か
ら
の
出
場
者
の
記
録
は
次
の

通
り
。百

位
U

藤
田
哲
郎
(
長
浜
体
協
)

3

時
間
目
分

ω秒
マ
百
七
十
三
位

l
祖
母

弁
務
(
長
浜
体
協
)
3
時
間
日
分
組
秒

マ
百
八
十
八
位

l
山
田
治
美
(
長
浜
体

協
)

3
時
間
四
分
却
秒
マ
二
百
五
位

1

松
田
章
志
(
長
浜
体
協
)
3
時
間
幻
分

日
秒
マ
二
百
九
位

l
福
岡
真
一
(
長
浜

中
教
諭

U
3
時
間
但
分
担
秒
マ
二
百
三

十
六
位

1
森
川
純
行
(
長
浜
体
協
)
3

時
間
泊
分
出
秒

長
浜
ク
が
優
勝

第
一
回
町
ク
口
ッ
ケ
l
大
会

一斉にスター卜する第一走者

三
月
四
日
町
民
運
動
場
で
長
浜
町
ク

ロ
ッ
ケ

l
連
合
会
主
催
の
第
一
回
ク
ロ

y
ケ
l
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
町
内

か
ら
二
十
八
チ

l
ム
、
八
十
九
人
が
参

加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

{
優
勝
一
長
浜
ク
ラ
ブ
(
菊
池
与
三
衛
、

神
内
ユ
リ
子
、
鎌
田
ハ
ル
子
)
{
二
位
}

白
滝
ク
ラ
ブ
(
石
堂
一
、
玉
井
茂
市
、

酒
田
花
子
)
{
三
位
一
沖
浦
ク
ラ
ブ
(
綿

井
敦
、
森
一
夫
、
浪
本
ヒ
サ
ヨ
)

町
連
合
青
年
団
演
劇
発
表
会

一
抑
制
担
問
今
坊
青
年
団

二
月
二
十
四
日
白
滝
公
民
館
で
、
豊

か
な
ふ
る
さ
と
み
つ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
町
内
の
若
者
た
ち
が
集
ま
り
、
昭
和

五
十
九
年
度
町
連
合
青
年
団
演
劇
発
表

会
が
聞
か
れ
、
演
劇
活
動
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

劇
、
踊
り
、
意
見
発
表
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
通

同
リ
。一

演
劇
の
部
}
最
優
秀
賞
U

今
坊
「
海

の
家
族
」
マ
優
秀
賞
H
U
白
滝
「
崖
っ
ぷ

ち
」
{
踊
り
の
部
}
優
秀
賞

1
白
滝
「
嫁

入
り
川
」
一
個
人
の
部
}
最
優
秀
個
人

賞
u
u
富
永
志
郎
(
白
滝
)
津
田
礼
子
(
今

坊
)
{
意
見
発
表
の
部
]
努
力
賞

1
森

内
秀
賞
(
豊
茂
)
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印刷

ゑ
務
移
r

長
議
轟

ゑ
後
考

長
浜
分
団
第
四
部
ヘ

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車

偏岸本印刷昭和60年 4月 1日発行(毎月 1日発行)昭和60年 4月号広報なが、はま

寄
付
課
納

O
松
山
市
の
松
下
静
夫
さ
ん
(
故
松
下

フ
サ
ヨ
さ
ん
代
理
)
・
:
長
椅
子
六
基
を

老
人
ホ
i
ム
白
山
園
へ
。

O
河
辺
村
の
今
岡
稲
市
さ
ん
(
故
今
岡

福
衛
さ
ん
代
理
)
:
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
五
十

平
方

M
、
カ
ー
テ
ン
五
十
五
灯
、
温
風

非常時のために配備されたポンプ積載車

教〉12
2
月
の
ト
ァ
プ
は

浅
田
秀
亀
喜
美
枝
さ
ん
の
カ
y
プ
ル

氏

名

婚

掴

居

時

年

齢

浅
田
秀
亀
(
二
一
二

渡
部
喜
美
枝
(
二

O
)

東

利

彦

(

二

二

)

高

橋

智

子

(

二

二

)

門

口

恵

一

(

二

五

)

原
口
ひ
ろ
み
(
二
四
)

城

本

(

二

五

)

松

原

(

二

三

)

米

川

(

三

二

)

徳

永

(

二

六

)

る幸豊誠
み彦子一

ス
ト
ー
ブ
一
墓
、
カ
ラ
オ
ケ
テ

1
プ
一

ケ
l
ス
を
白
山
園
へ
。

O
出
海
八
十
七
区
の
神
門
公
明
さ
ん
(
六

回
)
と
田
丸
一
郎
さ
ん
(
五
四
)
:
・
鶏
舎
一
棟

を
出
海
保
育
所
へ
。

O
白
滝
保
育
所
母
の
会
・
・
・
児
童
文
庫
用

ス
チ
ー
ル
製
本
立
、
東
芝
ス
テ
レ
オ
サ

ウ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
を
白
滝
保
育
所
へ
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

下

須

戒

小

林

吉

安

長

女

裕

美

下

須

戒

中

川

敬

三

二

男

朔

沖

浦

山

口

伸

男

長

女

真

由

下

須

戒

大

山

千

太

郎

二

男

恭

史

沖

浦

姥

豊

二

女

愛

子

お
く
や
み

2
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

坊

仲

間

善

浪

(

七

六

)

浦

山

内

洋

子

(

四

九

)

川

二

宮

セ

キ

(

九

七

)

浦

神

内

ミ

ナ

ヱ

(

五

四

)

浦

前

川

定

一

(

七

五

)

沖沖戒沖今住

長長今白長長出衛櫛

藤

本

三

津

兵
頭
ミ
ド
リ

西
川
オ
シ
カ

浦

上

香

月

浦

上

春

城

武

知

政

繁

中
永
キ
ミ
カ

川

崎

輝

市

小

川

和

子

浜浜坊 j竜浜浜海生生

(
八
二
)

(八

O
)

(
八
二
)

(
三
八
)

(
三
五
)

(
七
七
)

(
八
三
)

(
五
七
)

(
七
三
)

お祝い電報の受付は、 10日

前から配達日の 3目前までに

お 申 し 込 み に な る と 150円割

引になります。 I配 達 目 指 定 」 の わ 取 り 扱 い は 無

料で、配達日の 午 前 ま た は 午 後 を 指 定 で き ま す 。

伊予長浜電報電話局 ft5 2ー 0000

お祝い電報は

お 早 め に

章一需

四月は晩春。 陽気天地に満

ち、森羅万象生々発展の好季

節である。入学、入社、進学、

昇進等学校や官庁 職 場 は 新 し

い気タに満ち溢れる。花見、

潮干狩、ピクニック、月遅れ

のひな祭り等家庭 的行事も多

く親子の触れ合いと粋の深ま

りには絶好の時であるA 一方

では婦人週間、世界宇宙飛行

の日、科学技術週間、発明の

日と四月の行事は 多 く 、 日 本

の発展と世界への一大飛躍を

期待するようである。時あた

かも国際青年の年、国際婦人

最終年であり、世界が一体と

なり尽力しあう年 で あ る 。 中

でも日本の果たす役割は大き

く、先端技術の開発、情報化社

会へ の 寄 与 、 世 界経済への尽

力等枚挙にいとまがない。日

本国民の優秀さ勤勉さ努力が

今日の日本を築いた の で あ ろ

う。 併し最近の米国では「日

本人は高慢だ」と非難する声

があるという。輸出入の問題、

漁業問題等未解決は多い。今

こそ日本国民は国際的視野に

立ち謙虚さを堅持せねば世界

から見捨てられるA 二十一世

紀 に入ると高齢化社 会 に 突 入

し国 民 の 負 担 は 増大する。今

の青少年に負うことを思うと、

どの 家 庭 で も 青 少年の健全育

成を図 り 、 明 る い 社会、明る

い郷土、明るい世界 を 作 り た

しミ。

/〆ー，，~/'一" /'ーー"/'一、¥

松長 肱戒 下下宝兵沖伊長住
山川須須塚庫予
市浜町川戒戒市県浦市浜所

ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
た
と
き
の
朝
の
さ

わ
や
か
な
目
覚
め
は
、
と
て
も
気
持
ち

の
よ
い
も
の
で
す
。
心
や
体
の
疲
れ
を

い
や
し
、
健
康
な
体
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
気
持
ち
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
自

然
な
眠
り
が
と
て
も
大
切
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
あ
る
講
演
で
「
五
つ
の

貯
蓄
を
し
な
さ
い
」
と
い
う
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
「
健
康
」
「
知
識
」

「
人
間
関
係
」
「
金
銭
」
「
趣
味
」
の
五

つ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
大
切
な
も
の
ば
か

り
で
す
の
で
、
少
し
ず
つ
で
も
貯
え
、

よ
り
充
実
し
た
人
生
を
わ
く
り
た
い
も

の
で
す
ね
。

長
い
間
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
た
「
ヘ

ル
ス
ア
イ
」
と
「
ま
ち
の
先
覚
者
」
は

今
回
で
終
り
ま
す
。

今
年
一
月
一
日
で
長
浜
町
が
合
併
し

て
満
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
四
月

二
十
二
日
(
月
)
に
合
併
三
十
周
年
記
念

式
典
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
び
長
浜
町
消
防
団
長
浜
分
団

第
四
部
(
黒
田
)
ヘ
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
工
業
再
配
置
促
進
費
補
助
事

業
に
よ
り
百
六
十
二
万
円
で
購
入
し
た

も
の
で
、
工
業
の
再
配
置
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
積
載
車
は
四
W
D
の
ニ
ッ
サ

ン
・
ダ
ッ
ト
サ
ン
で
、
総
排
気
量
は
一

八

0
0
c
c
、
積
載
量
は
一
ト
ン
の
性

能
を
備
え
て
い
ま
す
。

数

人口をふやしましょう

3月 1日現在 前月との比較

12，297人 3入滅

人 口 (男 5.8山)
女 6，486人 2人増

世 帯数 3，851世帯 5世帯増

帯世ロ人


